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９月定例会提出議案

平成29年第３回定例会議案等議決結果一覧
平成29年第３回定例会が、９月５日から９月20日までの16日間の会期で開催されました。今定
例会では、一部の案件以外については、『平成29年第３回定例会議案審査特別委員会』を設置の
うえ付託し慎重審査を行いました。また、９月６日から８日の３日間において一般質問（後頁
P10～13）を行いました。

※賛成は○・反対は◆・不在は／で記載
　中根議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません
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議決結果

39
かすみがうら市一般職の任期付職員の
採用及び給与の特例に関する条例の制
定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 原案可決

40 平成29年度かすみがうら市一般会計補
正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 原案可決

41 平成29年度かすみがうら市国民健康保
険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

42 平成29年度かすみがうら市下水道事業
特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

43 平成29年度かすみがうら市農業集落排
水事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

44 平成29年度かすみがうら市介護保険特
別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

45 平成29年度かすみがうら市水道事業会
計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

46 平成28年度かすみがうら市一般会計歳
入歳出決算の認定について

－

47 平成28年度かすみがうら市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定について

48
平成28年度かすみがうら市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

49 平成28年度かすみがうら市下水道事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

50
平成28年度かすみがうら市農業集落排
水事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

51 平成28年度かすみがうら市介護保険特
別会計歳入歳出決算の認定について

52 平成28年度かすみがうら市水道事業会
計歳入歳出決算の認定について

氏　名　　　

　　　件　名

決算審査特別委員会に付託し、閉会中審査
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（前ページからのつづき）

【請願書】

１ 向原土地区画整理事業への支援について 〇 ◆ ◆ 〇 〇 〇 ◆ ◆ 〇 〇 ◆ － 〇 〇 ◆ 〇 趣旨採択

【議員発議】

1 向原土地区画整理事業への支援に関す
る決議（案） 〇 ◆ ◆ 〇 〇 〇 ◆ ◆ 〇 〇 ◆ － 〇 〇 ◆ 〇 原案可決

【承認案件】

3
専決処分事項の承認を求めることにつ
いて〈平成29年度かすみがうら市一般
会計補正予算（第２号）〉

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 承　　認

4 専決処分事項の承認を求めることにつ
いて〈権利の放棄〉 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 承　　認

【報告案件】

７ 平成28年度かすみがうら市一般会計継続費精算報告書について

８ 平成28年度かすみがうら市財政健全化判断比率及び資金不足比率について 

９ 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉

10 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉
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議決結果

53
神立駅周辺地区都市再生整備計画事業
の整備に係る費用の負担等に関する協
定の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

54 霞ヶ浦南小学校給食室厨房機器設備の
取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

55 霞ヶ浦中学校給食室厨房機器設備の取
得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

56 救助工作車の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

57 市道路線の認定について
（下稲吉地内） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

58 市道路線の認定について（稲吉南地内） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

氏　名　　　

　　　件　名
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平成29年　第３回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（９月12日開催）

議案第40号
平成29年度かすみがうら市一般会計補正予算（第３号）

神立停車場線の完成の見込みはいつごろになるのか

この条例によるメリットは何か、臨時職員との違いは

公共交通対策事業のバス購入費（3000万円）の内容は

平成31年３月31日までに完了します。

任期付職員の採用期間は最長で３年、さらに状況によっては５年まで雇用が確保
できる制度であり、雇用の安定等を図ることができることを見込んでいます。

【議案の概要】
　地方分権の進展に伴い、多様な任用・勤務形態を活用できるようにするため、専門
的な知識・経験を有する者を活用するための任期付職員制度を条例化するものです。

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額に４億9080万6000円を追加して総額を171億9930万9000
円とするものです。主なものとして、神立停車場線に係る街路整備事業の増額や、生
活保護総務事業の国庫負担金等超過交付返還金の増額です。

行方市から土浦市間で運行している霞ヶ浦広域バスの
更新費用となります。利用者が増えていることから来
年度、現在より一回り大きいバスに更新します。

議案第39号
かすみがうら市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関す
る条例の制定について

議案審査特別委員会は15名の委員で構成

議案審査特別委員会議案質疑

▲霞ヶ浦広域バス
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霞ヶ浦公民館管理事業1600万円の内容は

千代田中学校区統合小学校環境整備事業政策の補正予算（49万5000円）の内容は

生活保護総務事業費の国庫負担金等超過交付返還金（7279万円）の内容は

あじさい館の研修室の１つを防音仕様にし、楽器や
コーラスなど音楽系の講座やサークル活動に対応しま
す。また、あじさい館視聴覚室の映像、音響機器の更
新を行います。

千代田中学校区統合小学校整備基本計画の策定に伴い、策定委員会の設置を予定
しております。委員の構成につきましては、千代田中学校区の小中学校長、児童
生徒の保護者代表、未就学児の保護者代表、市議会議員、学識経験者を予定して
おり、その委員に対する謝礼金を計上したものです。

前年に比べて医療給付費が少なかったことで、国庫負担金の返還金が生じたもの
です。

歩崎公園トイレ基本実施設計業務委託（368万3000円）とありますが、かすみ
キッチンなどを考慮して位置なども検討するのでしょうか

地域安全事業の防犯カメラ設置は、今後計画的に増設
や交換されていくものなのでしょうか

老朽化に伴い、建て替えを見据えた設計となります。歩崎の観光拠点づくりとし
て、観光誘客の拡大と６次産業化などの計画のひとつとして、全体を考慮した整
備を考えております。

今回は警察署からの依頼を受けて志筑小学校付近、下
稲吉小学校付近、霞ヶ浦中学校付近に設置するところ
です。今後は設置基準の作成も検討したいと考えてお
ります。

▲あじさい館研修室

▲防犯カメラ（稲吉ふれあい公園）
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委　員　会　活　動

視
察
研
修

●
茨
城
県
産
の
ク
リ
を
蒸
し
て
ペ
ー
ス

ト
状
に
加
工
し
た
商
品
を
新
た
に
開

発
し
た
市
内
の
事
業
所
、
株
式
会
社

せ
き
石
岡
営
業
所
の
取
り
組
み
状
況

を
調
査

●
市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画（
案
）の
概
要

に
つ
い
て

　
　
広
域
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
再
編
に

つ
い
て
、市
執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
金
の
交
付
申
請
の
状

況
に
つ
い
て

●
支
出
伝
票
等
の
紛
失
を
受
け
て
の
再
発
防
止
策

に
つ
い
て

●
サ
イ
ク
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
核
と
し
た
地
域

活
性
化
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
　
か
す
み
が
う
ら
未
来
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
に

よ
る
事
業
の
状
況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
つ
い
て

●
市
内
に
お
け
る
企
業
立
地
の
動
向
に
つ
い
て

●
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム（
発
令
判
断
等
）の
概
要

に
つ
い
て

●
恋
瀬
川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
公
表
に
つ
い
て

●
平
成
28
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
空
家
等
実
態
調
査

結
果
に
つ
い
て

●
旧
宍
倉
小
学
校
施
設
転
用
整
備
事
業
に
つ
い
て

●
電
子
入
札
の
利
用
登
録
状
況
に
つ
い
て

●
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
し
た
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

▲工場内の説明を受ける委員
　【株式会社せき石岡営業所】

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

８
月
８
日
開
催
の
調
査
内
容
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催
の
調
査
内
容

総
務
委
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産
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○
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案
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審
査

▲市道認定箇所の現地調査
　【稲吉南地内】

文
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●
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な
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。
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中
に
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た
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▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

▲市道認定箇所の現地調査
　【下稲吉地内】

10
月
19
日
開
催
の
調
査
内
容

９
月
11
日
開
催
の
調
査
内
容
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向原土地区画整理事業への支援に関する決議を可決
～課題に真摯に向き合い最善を尽くすことを市に要望～
　「向原土地区画整理事業への支援について」の請願書が向原土地区画整理組合から提出さ
れ、趣旨採択されました。
　向原土地区画整理事業の支援については、市と組合の相互が課題に真摯に向き合い、最善
を尽くす必要があることから、請願の審議を踏まえ、議員９名から下記決議（案）が提出され、
賛成多数で可決されました。

当該土地区画整理事業は、地権者自らが組織する組合の施行によるものであり、保留地の処分
金を主な財源として着手した。しかし、その後の経済状況や地価下落により、事業計画及び収支
は大きく崩れ、資金不足が発生し、解消できずに、現在に至っている。

国は施行指針の中で、組合経営の健全化を図るためには、組合員の自助努力により各種方策を
機動的に導入することが必須であるとしている。

当該組合の事業は既に完了し、債務のみが残されている状況から、組合は、その経営状況を自
ら再度的確に把握し、その位置を認識するとともに必要な措置を講ずることが求められており、
自助努力の第一段階として賦課金を徴収したことは評価する。

一方、指導的立場にある市や関係機関の取り組みも非常に重要かつ不可欠である。

我々は、この置かれた現状を重く受け止め、これまでの市長の提案のとおり、解決に向けた組
合の自助努力及び関係機関の協力を礎として、相互が本件の課題に真摯に向き合い、最善を尽く
すことを求めるものであるが、市は下記の事項について特段の措置を講ずるよう要望する。

記

１　市と向原土地区画整理組合は、現在、本件について調停の最中にある。その結果が出された
場合、市は最大限これに配慮しつつ、真摯な対応に注力すること。

２　市が支援の可否判断をする場合は、法的根拠又は類する根拠に向き合って論ずること。

以上、決議する。

向原土地区画整理事業への支援に関する決議

特  　  　  集

主な討論
賛　成　討　論 反　対　討　論

・向原土地区画整理事業は公共性の高い事業であ
り、新たな住宅が立ち並び良好な市街地環境と
なりつつある。決議案は現在進められている調
停への配慮もあり、課題解決へ向けての指針と
なりえると考えるため賛成

・土地区画整理事業はまだ多くの資産が残ってお
り、この資産を精算しない限りこの決議は無意
味となるため反対

・組合の請願の期待に応えるにはこの決議では足
りないため反対

・調停終了後に慎重に精査し議論すべきと考える
ため反対
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議員全体視察研修を実施10月11日〜13日
10月12日に秋田県男鹿市・大潟村（秋田県男鹿半島・大潟ジオパーク）、13日には秋田県大仙
市を訪問し、市議会議員全体視察研修を実施しました。

【視察地及び研修事項】
①秋田県男鹿市・大潟村（秋田県男鹿半島・
大潟ジオパーク）
　○男鹿半島・大潟ジオパークのテーマと特

徴について
②秋田県大仙市
　○小中学校における学力向上の取り組みに

ついて

一般質問における一問一答方式について質疑の論点
を明確にし、市民に開かれたよりわかりやすい議会を
目指すため、８月29日、市長に一問一答方式導入に関
する申し入れを行いました。

次回定例会の一般質問から試行的に一問一答方式を
導入する予定となっています。

※一問一答方式については裏表紙「豆辞典」を参照 ▲議長から市長へ申し入れ

▲大潟村干拓博物館前にて

▲大潟村干拓博物館にて説明を受ける議員▲大仙市役所前にて

一般質問における一問一答方式の導入を
市に申し入れました
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古橋　智樹 議員他
市
と
の
防
災
協
定
を
結
ん
だ
避
難
所
確
保
の
根
拠
等
に
つ

い
て

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
老
朽
化
と
整
備
方
針
に
つ
い
て

東
西
幹
線
道
路
整
備
等
要
望
の
国
・
県
・
他
市
へ
の
市
長
応
対

と
進
捗
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

　
わ
が
国
の
子
ど
も
の
７
人
に
１
人
が
貧
困
家
庭
で
育
て
ら
れ
て
い
る
状

況
の
中
、
一
方
で
、
包
装
の
破
損
や
食
べ
残
し
な
ど
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
ロ
ス
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
企
業
や
家
庭
で

余
剰
と
な
っ
た
食
品
を
寄
付
し
て
も
ら
い
、
困
窮
家
庭
へ
無
償
で
提
供
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
、
市
と
し
て
も
積
極
的
に
参
加
し
、
食
品
寄
付
を
受

け
る
き
ず
な
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
保
健
福
祉
部
長　
か
す
み
が
う
ら
市
で
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ら
大
量
の

食
品
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
き
ず
な
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
設
置
な
ど
、
支
援
に

向
け
て
調
整
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
で
は
福
島
原
発
事
故
の
反
省
か
ら
、
平
成
25
年
に
非

核
・
脱
原
発
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
核
に
頼
ら
な
い
、
平
和
で
安

全
な
都
市
を
目
指
す
と
い
う
強
い
思
い
が
宣
言
さ
れ
、
内
外
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
関
し
、
非
核
・
脱
原
発
平

和
都
市
宣
言
を
行
っ
た
都
市
と
し
て
、
再
稼
働
反
対
の
意
思
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
長　
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
原
子
力

規
制
委
員
会
で
審
査
中
で
あ
り
ま
す
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
問
題
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
新
規
制
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
な
ど
国
が
安
全
確
保
を
確
約

し
、
地
元
自
治
体
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
大
前
提
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　　謙 議員フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
き
ず
な
ボ
ッ
ク
ス
設
置
な
ど
生
活
困
窮
家
庭

に
対
す
る
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

図
書
館
機
能
の
充
実
に
よ
る
市
民
文
化
活
動
の
活
性
化
に
つ

い
て

非
核
脱
原
発
平
和
都
市
宣
言
と
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３ ２

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
半
が
経
過
し
、
原
発
稼
働
に
関
す
る
課
題
や

北
朝
鮮
国
の
日
本
国
上
空
を
超
え
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
な
ど
が
あ
り
、

防
災
に
対
す
る
市
民
の
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
と
察
す
る
が
、
本
市
の
避
難

所
に
は
災
害
避
難
時
に
必
要
と
な
る
物
資
の
需
要
を
何
％
満
た
し
て
い
る
か

伺
う
。

　
総
務
部
長　
本
市
の
災
害
用
備
蓄
品
は
千
代
田
庁
舎
、
霞
ヶ
浦
庁
舎
及

び
や
ま
ゆ
り
館
に
保
存
食
や
飲
料
水
、
毛
布
、
土
の
う
な
ど
を
保
管
し
て
お

り
、
ま
た
19
カ
所
の
指
定
避
難
所
に
は
防
災
倉
庫
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

食
料
品
の
備
蓄
量
と
し
て
、
想
定
罹
災
人
口
の
３
日
分
の
５
％
を
目
標
値
と

し
て
お
り
、
現
在
、
６
５
０
０
食
分
を
備
蓄
し
て
目
標
量
の
４
倍
を
備
え
て

お
り
ま
す
。

　
６
号
バ
イ
パ
ス
千
代
田
区
間
に
つ
い
て
、
本
市
の
必
要
性
を
根
拠
を

も
っ
て
国
に
伝
え
る
こ
と
が
事
業
の
完
成
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
市
長　
国
道
６
号
線
に
つ
き
ま
し
て
は
茨
城
県
内
の
４
車
線
化
は
大
変

お
く
れ
て
お
り
、
千
代
田
バ
イ
パ
ス
の
み
な
ら
ず
茨
城
県
全
体
で
協
議
会
を

作
っ
て
陳
情
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
い
ろ
ん
な
機
会
を
見
て
、
粘
り
強
い
お

願
い
、
陳
情
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲きずなBOX
　（千代田ショッピングモール）

▲防災倉庫（北小学校）

一  般  質  問

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
き
ず
な
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
設
置

に
つ
い
て

災
害
避
難
時
の
物
資
の
需
要
は
満
た
し
て

い
る
か
伺
う

設
置
・
支
援
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
調

整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

目
標
量
の
４
倍
の
食
料
を
備
え
て
お
り

ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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千
代
田
中
学
校
に
、
既
存
の
校
舎
を
利
用
し
た
小
中
一
貫
校
、
一
体
型

の
小
中
一
貫
校
を
作
る
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
教
育
長　
千
代
田
中
学
校
区
の
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
地
域
の
実

情
に
即
し
た
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
、
地
区
の
保
護
者

に
十
分
な
説
明
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
ど
の
よ
う
な
学
校
を
作

る
と
言
う
段
階
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
女
性
の
採
用
率
お
よ
び
管
理
職
的
地
位
に
あ
る
職
員
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で
あ
る
の
か
伺
う
。

　
総
務
部
長　
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
本
市
で
は
平
成
32
年
度
ま
で
に
課
長
級
以
上
の
女

性
職
員
を
１
名
以
上
、
課
長
補
佐
級
の
女
性
職
員
を
10
名
以
上
と
す
る
目
標

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
課
長
級
の
職
員
１
名
、

課
長
補
佐
級
の
職
員
８
名
の
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
採

用
率
に
つ
い
て
平
成
29
年
度
は
40
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

田谷　文子 議員

▲千代田中学校

か
す
み
が
う
ら
市
小
中
一
貫
教
育
基
本
方
針
の
早
急
な
整
備
及

び
千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
合
と
併
せ
て
の
義
務
教
育
学
校

の
必
要
性
並
び
に
統
合
校
整
備
の
遅
延
・
停
滞
か
ら
の
脱
却
対

応
と
し
て
の
市
長
・
教
育
長
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か

に
つ
い
て

職
場
に
お
け
る
女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
と
人
材

活
用
及
び
登
用
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

佐藤　文雄 議員
　
新
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
・
運
営
に
関
る
入
札
結
果
は
、
第
１
回

定
例
会
の
一
般
質
問
で
「
日
立
造
船
㈱
が
落
札
す
る
と
い
う
レ
ー
ル
は
敷
か

れ
て
い
る
」
と
、
私
が
指
摘
し
た
と
お
り
の
業
者
が
落
札
し
た
。
私
は
官
製

談
合
の
疑
い
が
濃
い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

　
環
境
経
済
部
長　
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
談
合
問
題
に
関
し
ま
し
て

は
判
断
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
入
札
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
お
い
て
適
正
な
競
争
入
札
が
行
わ
れ
た
結
果

で
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
免
許
証
や
車
を
持
た
な
い
市
民
に
対
す
る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
は
今
で
も
土
浦
協
同
病
院
へ
の
通
院
が
困
難
だ
な
ど
の
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
対
策
と
実
施
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
本
市
で
は
霞
ヶ
浦
広
域
バ
ス
を
初
め
路
線
バ
ス
や
デ
マ

ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
両
立
さ
せ
た
交
通
体
系
の
も
と
、
交
通
弱
者

の
移
動
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高

齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
も
本
年
度
か
ら
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
事
業
と
し
て
、
市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
事
業
者
が
発
行
す
る
回
数

乗
車
券
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画

を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
新
た
な
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
問
題
に
つ
い
て

東
海
第
二
原
発
20
年
延
長
問
題
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４６５

千
代
田
中
学
校
に
既
存
校
舎
を
利
用
し
た

小
中
一
貫
校
を
作
る
計
画
は
あ
る
か
伺
う

新
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
・
運
営
に
関
る

入
札
で
の
官
製
談
合
の
疑
い
に
つ
い
て
、
伺
う

地
区
説
明
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
学

校
を
作
る
と
い
う
段
階
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す

霞
台
厚
生
施
設
組
合
の
入
札
談
合
問
題
に
関
し

ま
し
て
は
、
判
断
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
す	

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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設楽　健夫 議員繰
り
返
さ
れ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
と
市
長
（
特
別
職
）

の
政
治
倫
理
条
例
に
つ
い
て

土
浦
市
等
と
の
広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
二
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
の
設
立
経
緯
と
要
望
書
に

つ
い
て

志
戸
崎
地
区
活
性
化
計
画
の
総
括
と
対
策
並
び
に
第
30
回
あ

ゆ
み
祭
り
の
日
程
変
更
（
一
ヶ
月
前
開
催
）
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

　
本
市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
か
つ
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に

は
市
の
窓
口
を
一
本
化
し
、
地
域
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
や
す
い
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
事
業

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
本
市
に
お
い
て
は
昨
年
度
よ
り
秘
書
広
聴
課
に
市
民
活

動
・
男
女
共
同
参
画
推
進
室
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
地
域
の
課
題
が
生
じ
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
つ
つ
、
組
織

の
体
制
と
業
務
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
全
体
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
中
学
校
区
単
位
で

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
は
、
市
の
総
合
計
画
と
整
合
性

を
取
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
長
期
ス
パ
ン
の
中
で
ハ
ー
ド
を
加
え
た
事
業

の
推
進
あ
る
い
は
早
急
な
中
で
対
応
す
る
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
を
加
味
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
も
含
め
た
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

矢口　龍人 議員協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

在
り
方
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
お
け
る
本
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

（
下
稲
吉
中
地
区
）
と
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
（
千
代
田
中
地

区
・
霞
ヶ
浦
中
地
区
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

　
土
浦
市
、
石
岡
市
、
つ
く
ば
市
で
制
定
さ
れ
て
い
る
市
長
等
政
治
倫
理

条
例
の
忌
避
理
由
は
何
か
、
政
治
倫
理
条
例
制
定
の
二
元
代
表
制
に
お
け
る

市
長
等
特
別
職
の
責
務
に
つ
い
て
、
市
長
等
特
別
職
政
治
倫
理
条
例
の
提
案

環
境
整
備
と
は
何
か
、
市
長
答
弁
を
求
め
る
。

　
市
長　
条
例
を
提
案
す
る
に
は
、
各
分
野
に
お
い
て
共
通
の
高
い
倫
理

観
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
各
分
野
の
状
況
把
握
に
努
め
て
参
り

ま
す
、
ご
理
解
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
北
の
百
里
基
地
連
絡
道
路
、南
の
千
葉
茨
城
道
路
・
美
浦
栄
線
等
、霞
ヶ

浦
に
面
す
る
道
路
が
出
来
て
来
て
い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
二
橋
の
市
内
路
線
道
路

の
調
査
を
、
か
す
み
が
う
ら
市
が
積
極
的
に
期
成
同
盟
の
中
で
発
言
、
要
望

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

　
市
長　
霞
ヶ
浦
二
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
要
望
活
動
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
も
担
当

し
て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
よ
り
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
大
変
大
き
な
構
想
で
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
に
進
む

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

４

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

事
業
方
針
に
つ
い
て

土
浦
市
、
石
岡
市
、
つ
く
ば
市
で
制
定
さ
れ
て
い

る
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
の
忌
避
理
由
は
何
か

近
隣
自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
つ
つ
、
組

織
の
体
制
と
業
務
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す

各
分
野
に
お
い
て
共
通
の
高
い
倫
理
観
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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本
市
は
合
併
し
て
12
年
が
経
過
し
、
合
併
協
定
や
新
市
建
設
計
画
に

沿
っ
て
事
業
が
実
践
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
事
業
の
進
捗
状
況
と
旧
両
町
の

区
分
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
割
合
で
特
例
債
事
業
が
行
わ
れ
た
か
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
合
併
特
例
債
の
限
度
額
に
対
し
て
、
既
に
９
割
程
度
の

特
例
債
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
地
区
の
活
用
状
況
は
、
千
代
田
地
区
55
％

霞
ヶ
浦
地
区
45
％
と
捉
え
て
お
り
、
旧
合
併
協
議
会
の
中
で
も
こ
の
数
字
が

協
議
を
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
こ
れ
ま
で
就
学
前
教
育
と
し
て
行
っ
て
い
た
事
業
、
家
庭
教
育

の
充
実
の
た
め
に
行
っ
て
き
た
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
就
学
前
教
育
と
し
て
、
保
育
所
で
は
児
童
が
地
元
小

学
校
を
訪
問
し
、
校
舎
見
学
や
、
一
部
授
業
の
体
験
を
す
る
な
ど
の
交
流
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
教
育
へ
の
支
援
策
と
し
て
は
、
母
子

手
帳
の
交
付
に
あ
わ
せ
、
乳
児
か
ら
就
学
前
の
年
齢
児
の
発
育
の
目
安
な
ど

記
載
し
た
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
市
民
子
育
て
支
援
員
の
紹
介
、
さ
ら
に
市
の
子
育
て
専
用

サ
イ
ト
か
す
み
っ
湖
を
紹
介
し
、
活
用
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

▲市議会ホームページ「録画放映」

本会議の録画放映をインターネットで
配信しています！

【かすみがうら市議会ホームページ】

　市議会ホームページでは、
本会議の録画映像を配信し
ています。スマートフォン
やタブレットにも対応して
いるので、いつでも、どこ
でも、議会映像を見ること
ができます。

新
市
建
設
計
画
と
合
併
特
例
債
事
業
に
つ
い
て

就
学
前
教
育
と
家
庭
教
育
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

かすみがうら市議会

http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/

合
併
特
例
債
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

既
に
限
度
額
の
９
割
程
度
の
合
併
特
例
債

を
発
行
し
て
お
り
ま
す

ＱＡ



晩
秋
は
、
来
年
度
の
予
算
編
成
の
時
期
。
車

社
会
ニ
ー
ズ
か
ら
特
に
道
路
改
善
が
、
毎
年
各

地
区
か
ら
要
望
さ
れ
ま
す
。
緊
急
安
全
性
の
需

要
が
高
い
も
の
や
地
区
配
分
で
も
順
に
配
慮
す

る
た
め
、
限
ら
れ
た
予
算
で
お
待
た
せ
す
る
こ

と
ば
か
り
。
そ
う
は
あ
っ
て
も
議
会
は
こ
れ
ら

需
要
と
供
給
が
、
最
大
公
約
数
の
ベ
ス
ト
マ
ッ

チ
と
な
る
よ
う
、
チ
ェ
ッ
ク
に
努
め
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
古
橋　
智
樹

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
は
特
別
な
場
合
を
除
き
だ
れ
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
手
続
き
は
、
先
着
順
で
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
ご
記
入
い
た
だ
く
だ
け
で
、

傍
聴
席
（
一
般
席
定
員
25
人
）
に
入
場
で
き
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
場
は
、
千
代
田
庁
舎
３
階
で
す
。

豆辞典 とはとは？？
質
疑
し
、こ
れ
に
答
弁
し
、次
い
で
質
疑
、

答
弁
と
い
う
形
式
で
同
一
質
問
者
と
答
弁

者
の
間
で
問
答
を
続
け
る
こ
と
を
い
う
。

一
問
し
、
答
弁
が
な
さ
れ
、
な
お
納
得
で

き
な
い
と
き
は
再
質
疑
し
、
続
い
て
第
３

問
、
第
４
問
と
順
次
同
じ
よ
う
に
質
疑
が

進
行
す
る
。

一
問
一
答
方
式
は
議
論
が
明
確
で
わ
か

り
や
す
い
こ
と
や
、
一
つ
の
事
項
を
深
く

掘
り
下
げ
て
議
論
で
き
る
こ
と
か
ら
、
採

用
す
る
地
方
議
会
は
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

予
備
的
審
査
機
関
で
あ
る
委
員
会
で
は
、

一
般
に
は
一
問
一
答
方
式
が
通
例
で
あ
る
。

（
参
考
　
地
方
議
会
運
営
辞
典
）

一問一答方式一問一答方式

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（８月１日〜10月31日まで）

　

21
日　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

22
日
・
26
日
・
27
日

　
　
　
　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

26
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
10
月
●

　

２
日
〜
３
日　

　
　
　
　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
視
察
研
修

　

11
日
〜
13
日　

　
　
　
　

議
員
全
体
視
察
研
修

　

16
日　

平
成
29
年
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　

第
２
回
定
例
会

　

19
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

23
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

27
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会
視
察
研
修

　

31
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
８
月
●

　

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会

　

18
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
第
２
回
定
例
会

　

22
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
第
２
回
定
例
会

　

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
９
月
●

　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

５
日
〜
20
日　

　
　
　
　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会

　

11
日　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

12
日　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会


